
小樽商科大学 卒業論文 （昭和62年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和62 7677 リッジ回帰および主成分回帰
昭和62 7678 時系列ﾃﾞｰﾀ分析ﾊﾟｯｹｰｼﾞRATSversion4.30
昭和62 7679 数量化理論－質的ﾃﾞｰﾀの解析法－
昭和62 7680 ｽﾍﾟｸﾄﾙ解析解説
昭和62 7681 標本調査の理論と手法
昭和62 7682 AIC概説
昭和62 7683 日本の経済成長と財政運営の実証分析
昭和62 7684 分散分析における種々の手法の検討とその展開
昭和62 7685 ﾎﾞｰﾄﾞﾘﾔｰﾙ研究
昭和62 7686 ｹｲﾝｽﾞ｢確率論｣の研究
昭和62 7687 現代的ｱﾀﾞﾑ･ｽﾐｽ観
昭和62 7688 景気循環と太陽活動
昭和62 7689 ｶｰﾙ･ﾎﾟﾗﾝﾆｰと二つの社会
昭和62 7690 信用に関する一般的考察
昭和62 7691 ﾛﾋﾞﾝｿﾝ･ｸﾙｰｿｰにみる17世紀のｲｷﾞﾘｽ中産階級
昭和62 7692 ｶｰﾙ･ﾏﾙｸｽの労働観に対する考察
昭和62 7693 日本の金融機構の仕組みと役割
昭和62 7694 日本経済と日本人の役割についておよびその将来について考察
昭和62 7695 日米農産物摩擦
昭和62 7696 日本をとりまく金融市場の将来の展望
昭和62 7697 日米経済摩擦の問題点
昭和62 7698 日本の高度経済成長について
昭和62 7699 円高問題と産業構造転換論
昭和62 7700 ｲｷﾞﾘｽ経済の停滞と経営風土
昭和62 7701 現代ｱﾒﾘｶ農業と食糧輸出の戦略
昭和62 7702 ｲｷﾞﾘｽのｲﾝﾄﾞ植民と支配
昭和62 7703 低開発経済の史的展開
昭和62 7704 ｱﾒﾘｶ連邦準備制度の展開　-大恐慌期からﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ期まで-
昭和62 7705 主要先進諸国の国際収支構造の比較
昭和62 7706 中国社会主義経済の軌跡
昭和62 7707 南北問題とｱｼﾞｱNICsの台頭
昭和62 7708 最後の将軍徳川慶喜　-激動の幕末期における慶喜の立場-
昭和62 7709 ｢新しい女｣をめざして　-青鞜の活動より-
昭和62 7710 三菱財閥の発生と展開　-弥太郎・弥之助の三菱-
昭和62 7711 寺山修治論
昭和62 7712 新・食文化元年－明治維新が食生活に及ぼした諸影響－
昭和62 7713 通貨にみる日本の近代化
昭和62 7714 住友財閥成功への軌跡
昭和62 7715 居留地貿易の展開と商権回復への道－売込商体制を背景として－
昭和62 7716 資産分配状況とその対策
昭和62 7717 不確実性と合理的経済活動
昭和62 7718 企業金融と法人税制
昭和62 7719 為替ﾚｰﾄと日本の貿易
昭和62 7720 海外直接投資の雇用に及ぼす影響
昭和62 7721 韓国の経済構造とその課題
昭和62 7722 農業保護と安全保障
昭和62 7723 産業構造の変化と雇用問題
昭和62 7724 世界大恐慌時代のｱﾒﾘｶ貿易について
昭和62 7725 直接投資と現地雇用-北海道における外資系企業の実態-
昭和62 7726 地域経済発展の展望
昭和62 7727 金利ﾊﾟﾘﾃｨの実証分析
昭和62 7728 日本市場の開放度-日米製品市場の比較-
昭和62 7729 貿易と失業
昭和62 7730 農産物の輸入自由化
昭和62 7731 輸出自主規制と貿易体制
昭和62 7732 国際収支調達とﾏｸﾛ経済政策
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昭和62 7733 ASEAN経済の構造転換の検証と課題
昭和62 7734 財ﾃｸ・M&Aの理論的分析
昭和62 7735 失業と貨幣賃金硬直性に関するﾐｸﾛ理論
昭和62 7736 金融自由化に関する諸問題
昭和62 7737 変動相場制移行後の円ﾄﾞﾙ・ﾚｰﾄと日米経済収支不均衡の分析
昭和62 7738 貨幣需要関数の安定性について
昭和62 7739 政府の市場介入
昭和62 7740 耐久消費財における消費者行動
昭和62 7741 市場開放について考える
昭和62 7742 ｵｰｽﾄﾗﾘｱの穀物事情
昭和62 7743 自給率低下にみる我国の食糧安全保障
昭和62 7744 ｱﾒﾘｶの飼料とうもろこしと日本の畜産
昭和62 7745 北海道の稲作に関する考察
昭和62 7746 東ｱｼﾞｱ３国の経済発展－ｽﾑｰｽﾞな経済発展とは何か－
昭和62 7747 「食糧管理制度」の問題点
昭和62 7748 北海道の畑作を考える
昭和62 7749 MM理論の基礎概念と資本ｺｽﾄ論争
昭和62 7750 国債大量発行による公社債市場への影響
昭和62 7751 IMFとSDR問題
昭和62 7752 変動相場制移行後の為替ﾚｰﾄ決定ﾒｶﾆｽﾞﾑ－日本の変動相場制－
昭和62 7753 海外投資と空洞化
昭和62 7754 金本位制の発展と崩壊　-その機構と歴史的背景-
昭和62 7755 ﾕｰﾛ･ﾀﾞﾗｰに関する一考察
昭和62 7756 機関投資家の対外証券投資
昭和62 7757 世代重層ﾓﾃﾞﾙと銀行
昭和62 7758 世代重層ﾓﾃﾞﾙによる二国間経済分析
昭和62 7759 公的年金の経済分析
昭和62 7760 ｺｺﾑの実態と西側陣営の対立－ｱﾒﾘｶのﾀｰｹﾞｯﾄはｿ連か、西側か－
昭和62 7761 IC（Corporate Identity)
昭和62 7762 東西貿易におけるｶｳﾝﾀｰ･ﾄﾚｰﾄﾞ　-その現状と分析-
昭和62 7763 中国の対外開放政策と日中経済交流
昭和62 7764 日本的経営と集団主義
昭和62 7765 職務満足と業績の関係について
昭和62 7766 教師のﾓﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝ構造
昭和62 7767 離職の願望・意思に影響を及ぼす要因－実証研究－
昭和62 7768 ｱﾒﾘｶにおけるBSA研究
昭和62 7769 日本電機産業における海外生産　-その経営問題の地域別考察-
昭和62 7770 成熟市場における総合ｽｰﾊﾟｰの小売業態
昭和62 7771 証券会社の業務展開と将来性
昭和62 7772 日本の経済発展と信託制度
昭和62 7773 銀行・証券の業際問題の経緯と現状
昭和62 7774 日本における生命保険事業の歴史的展開
昭和62 7775 日本のｽｷｰ産業
昭和62 7776 観光におけるﾎﾃﾙ業界の現状と将来
昭和62 7777 1990年に大恐慌はあるか
昭和62 7778 小樽・観光による活性化
昭和62 7779 小樽市製造業の研究-小樽市製造業の現状分析と活性化への方策-
昭和62 7780 商業の街から観光の街へ　－小樽市経済の活性化－
昭和62 7781 小樽市卸売業の歴史的動向および今後の展望に関する一考察
昭和62 7782 衰退都市小樽の工業
昭和62 7783 人間尊重の商店街　-小樽経済の活性化・小売業編-
昭和62 7784 小樽運河論争の推移
昭和62 7785 ﾀｲ国における日系企業　-人事・労務管理を中心として-
昭和62 7786 大規模金融機関による企業支配－日米両国の支配構造分析－
昭和62 7787 日本のﾄｯﾌﾟ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ組織について
昭和62 7788 ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ産業
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昭和62 7789 中小企業の活性化への道
昭和62 7790 日本企業の国際化
昭和62 7791 日本企業の海外直接投資
昭和62 7792 証券取引法監査と商法監査の一元化
昭和62 7793 連結財務諸表と持分法についての考察
昭和62 7794 会計ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ
昭和62 7795 粉飾決算－その会計責任ー
昭和62 7796 損益計算の構造と問題点

昭和62 7797
国際会計論　－国際会計比較と国際会計基準調和化に向けた各国の動
向－

昭和62 7798 外部情報会計 －意志決定有用性に基づく会計代替案選択問題の研究－
昭和62 7799 公益事業会計
昭和62 7800 会計情報ｼｽﾃﾑ論
昭和62 7801 会計の国際化　-海外進出企業における会計-
昭和62 7802 企業会計と税務会計　-税務会計は会計たりえるか-
昭和62 7803 中小規模会社の会計制度
昭和62 7804 有限会社の税務と会計
昭和62 7805 ﾘｰｽ取引への会計の対応
昭和62 7806 資本剰余金の総合的検討
昭和62 7807 物価変動会計における貨幣購買力損益の本質
昭和62 7808 会計制度における繰延資産
昭和62 7809 会計上の資産
昭和62 7810 国際連結における外貨表示財務諸表の換算
昭和62 7811 半期報告書に記載される財務諸表　-要約財務諸表・中間財務諸表-
昭和62 7812 外貨表示財務諸表換算における在外事業体差別化の根拠-
昭和62 7813 経営分析の新たな展開－多変量解析を導入した経営分析－
昭和62 7814 価格決定のための直接原価
昭和62 7815 経営分析-主成分分析法の導入-
昭和62 7816 主成分因子分析を用いた新しい経営分析による相対的な企業評価の試み
昭和62 7817 習熟曲線理論の基礎的考察及びその展開
昭和62 7818 経営分析分野における多変量解析法の適用
昭和62 7819 予算管理とｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ　-ＭＮﾓﾃﾞﾙを中心に予算管理への適用制-
昭和62 7820 直接原価計算と外部報告会計
昭和62 7821 主成分分析と企業体質評価－鉄鋼5社－
昭和62 7822 CVP分析
昭和62 7823 経営分析の新手法－主成分分析法による総合指標の抽出－
昭和62 7824 CＶP分析への不確実性の導入－その史的変遷とﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ理論－
昭和62 7825 減価償却論の考察
昭和62 7826 直接原価計算における外部報告目的論争
昭和62 7827 設備投資に関する一考察
昭和62 7828 管理会計体系論の展開
昭和62 7829 ｱﾒﾘｶにおける標準原価計算の生成と確立
昭和62 7830 売価政策における価格決定
昭和62 7831 予算管理論
昭和62 7832 事業部制における責任会計
昭和62 7833 事業部制会計
昭和62 7834 ｺｽﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの新展開
昭和62 7835 直接原価計算論の一考察
昭和62 7836 先進諸国のｱﾙｺｰﾙ問題とその規制
昭和62 7837 日本人の飲酒類型－特に学生と女性の特徴を中心として－
昭和62 7838 科学的経営管理における広告
昭和62 7839 性格検査の効用とその限界
昭和62 7840 ｸﾞﾙｰﾌﾟ療法によるｱﾙｺｰﾙ症治療-AAと断酒会の治療過程
昭和62 7841 ｱﾙｺｰﾙ中毒症患者の回復ﾌﾟﾛｾｽの諸段階および治療法
昭和62 7842 断酒会とA･A･A（Alcoholics Anonymous Association)の比較考察
昭和62 7843 現代社会におけるうつ病像
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昭和62 7844 企業戦略の理論
昭和62 7845 銀行の消費者金融
昭和62 7846 「株価」-その基本的意味と見方-
昭和62 7847 新時代のﾏﾈｰ「ICｶｰﾄﾞ」
昭和62 7848 金融革命と企業財務
昭和62 7849 1929年恐慌と現代の比較
昭和62 7850 ｼﾃｨｰの大改革　-ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝにみる資本市場国際化の流れ-
昭和62 7851 円高と日本へのその影響
昭和62 7852 NICsの中の韓国－日韓経済摩擦を中心に－
昭和62 7853 日本列島高騰
昭和62 7854 百貨店は21世紀に生き残れるか
昭和62 7855 日本における証券市場の実態
昭和62 7856 金融自由化の問題点
昭和62 7857 行政強制における出入国管理行政-強制送還と政治犯罪人の人権-
昭和62 7858 学校施設による事故　その救済制度
昭和62 7859 河川水害訴訟における諸問題
昭和62 7860 学生と裁判権
昭和62 7861 上下水道の利用関係　-公法･私法関係による解釈-
昭和62 7862 最近の判例にみる公権力の行使概念
昭和62 7863 通告処分と行政事件訴訟

昭和62 7864
行政訴訟における訴えの利益 －行政訴訟法第9条における現状と問題点
－

昭和62 7865 運転免許停止処分取消請求事件における訴えの利益
昭和62 7866 不作為における国家賠償　－最近の労働災害問題－
昭和62 7867 国家賠償法二条の瑕疵の意味　－道路事故に関する裁判例を中心に－
昭和62 7868 学校事故における国家賠償
昭和62 7869 報道の自由とﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ　－ﾀｹｼ事件とその考察－
昭和62 7870 税関検査問題の再検討
昭和62 7871 国会秘密と知る権利
昭和62 7872 国民の「知る権利」と情報公開
昭和62 7873 法の下の平等
昭和62 7874 現代天皇制について
昭和62 7875 報道とﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ
昭和62 7876 平和憲法としての憲法第９条
昭和62 7877 猥褻文書規制と表現の自由
昭和62 7878 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの保護
昭和62 7879 日本人の憲法意識と天皇制
昭和62 7880 死刑制度の法的考察
昭和62 7881 憲法26条の考察　－教育を受ける権利－
昭和62 7882 建物保護法による借地権の対抗力－対抗力の及ぶ土地の範囲－
昭和62 7883 抵当権設定後の土地利用における法定地上権の成否
昭和62 7884 精神障害犯罪者に対する法律的処遇について
昭和62 7885 損害賠償額算定法への考察　-定型化・定額化理論をめぐって-
昭和62 7886 担保責任と損害賠償
昭和62 7887 使用者責任と権限踰越の表見代理
昭和62 7888 ﾏﾙﾁまがい商法の違法性について
昭和62 7889 未熟児網膜症裁判における医療水準の考え方

昭和62 7890
空間権及び区分所有権から考察される区分所有における敷地利用権につ
いて

昭和62 7891 登記の有効要件-無権代理人によってなされた登記-
昭和62 7892 信用状及び信用状取引に関する一考察
昭和62 7893 工作物責任の諸問題とその責任本質
昭和62 7894 国際動産売買法統一の現状
昭和62 7895 日米売買法の比較、考察
昭和62 7896 ﾏｽ･ﾒﾃﾞｨｱとﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ
昭和62 7897 自動車事故の損害賠償責任
昭和62 7898 合併と従業員の承継
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昭和62 7899 名義書換未了の株式譲受人の地位
昭和62 7900 自己株式取得規制緩和論
昭和62 7901 取締役の監視義務違反に基づく対第三者責任
昭和62 7902 工作物責任について
昭和62 7903 商品の安全と事業者の法的責任
昭和62 7904 ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ権保護論
昭和62 7905 適正価格形成のための米流通について
昭和62 7906 運行供用者責任
昭和62 7907 ｿﾌﾄｳｪｱの法的保護
昭和62 7908 中小企業の組織化法
昭和62 7909 牛肉の価格問題と畜安法
昭和62 7910 流通における参入規制の問題
昭和62 7911 企業結合における一定の取引分野の確定について
昭和62 7912 企業責任と不法行為論
昭和62 7913 使用者責任
昭和62 7914 Aspects of English Teaching Methodologies in Japan
昭和62 7915 EC裁判所判決の執行の限界-ﾏﾄﾝ事件の分析-
昭和62 7916 欧州共同体（EC）における理事会と委員会の権限関係
昭和62 7917 東京裁判の再考察
昭和62 7918 南極の国際法上の地位
昭和62 7919 北方領土の法的地位　-対日講和条約の解釈を中心として-
昭和62 7920 ｺﾝｾｯｼｮﾝと国際法
昭和62 7921 軍縮と国際法
昭和62 7922 竹島紛争
昭和62 7923 人権保障条約の実施措置
昭和62 7924 領空の国際法上の地位
昭和62 7925 平和論
昭和62 7926 ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労働の法的諸問題と解決策の検討
昭和62 7927 労働時間法制の改正について－法廷労働時間の短縮を中心として－
昭和62 7928 日本における労働時間法制　-昭和20年から昭和56年まで-
昭和62 7929 労働基準法の改正にともなう変形労働時間制の導入とその内容の検討
昭和62 7930 横領と背任の区別について
昭和62 7931 交通事故の刑事責任
昭和62 7932 高度情報化社会におけるｺﾝﾋﾟｭｰﾀ犯罪についての考察
昭和62 7933 詐欺罪における被欺罔者の処分行為－処分意思の要否をめぐって－
昭和62 7934 わが国における正当防衛権をめぐる問題点
昭和62 7935 脳死
昭和62 7936 死刑の時効

昭和62 7937
医療行為の限界としての安楽死および尊厳死　－特に患者の意志を中心
として－

昭和62 7938 共謀共同正犯論における判例・学説の歴史的変遷

昭和62 7939
同一構成要件における方法の錯誤に関する一考察　-いわゆる故意の個
数の問題を中心に-

昭和62 7940 ｷｬｯｼｭ・ｶｰﾄﾞをめぐる犯罪
昭和62 7941 責任能力　-心神喪失・心神耗弱-
昭和62 7942 学校教職員による体罰の刑法的研究
昭和62 7943 韓国経済の展望
昭和62 7944 ｶｰﾄﾞ化と流通業
昭和62 7945 ﾊｯｶｰと情報ｼｽﾃﾑ・ｾｷｭﾘﾃｨ
昭和62 7946 財ﾃｸ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
昭和62 7947 消費財流通業における在庫管理のあり方と課題
昭和62 7948 ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ･ｽﾄｱでのPOSｼｽﾃﾑの活用法
昭和62 7949 並列論理型言語GHCの実現法
昭和62 7950 問題対象が自然言語にあるｴｷｽﾊﾟｰﾄｼｽﾃﾑに関する研究
昭和62 7951 組織体における人間行動と戦略的ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの展開

昭和62 7952
高度情報化社会におけるOAﾈｯﾄﾜｰｸについて　－VAN,INSなどの動向を踏
えて－
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昭和62 7953 情報化社会における学校教育
昭和62 7954 企業経営と情報ｼｽﾃﾑ
昭和62 7955 人材活用のためのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
昭和62 7956 ﾈｯﾄﾜｰｸ組織
昭和62 7957 経営戦略論　-ﾘｽﾄﾗｸﾁｬﾘﾝｸﾞのための一つの指針-
昭和62 7958 企業家精神とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
昭和62 7959 意思決定支援ｼｽﾃﾑ
昭和62 7960 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを用いた教育ｼｽﾃﾑ　-教育ｼｽﾃﾑの未来像-
昭和62 7961 新しい会計情報ｼｽﾃﾑ論の展開　－知識ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと人工知能の適用－
昭和62 7962 数量化理論分析ﾂｰﾙの作成
昭和62 7963 ﾀﾞｲﾅﾓｺﾝﾊﾟｲﾗの改良
昭和62 7964 物流ｼｽﾃﾑにおけるVAN通信の役割
昭和62 7965 札幌市人口動態ﾓﾃﾞﾙの研究
昭和62 7966 LINDOおよびﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによる線形計画法
昭和62 7967 PL/Oにおける翻訳系の基礎の考察
昭和62 7968 マッチング　-安定結婚問題-
昭和62 7969 木構造とその活用による問題解決　-ｵｾﾛｹﾞｰﾑの木の評価-
昭和62 7970 Modula-2におけるﾃﾞｰﾀ構造－ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築－
昭和62 7971 ﾊﾐﾙﾄﾝｸﾞﾗﾌ=その特性づけに関する理論＝
昭和62 7972 ｿｰﾃｨﾝｸﾞ･ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑについて
昭和62 7973 「ﾗﾑｾﾞｲ理論」について
昭和62 7974 再帰理論－ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの考察を中心に－
昭和62 7975 流通のOR
昭和62 7976 ﾏﾙｺﾌ連鎖による消費者購買行動ﾓﾃﾞﾙの解析
昭和62 7977 ﾏﾙｺﾌ連鎖解析のためのｿﾌﾄｳｪｱ・ﾊﾟｯｹｰｼﾞ開発
昭和62 7978 ﾏﾙｺﾌ連鎖による1段階自動生産ｼｽﾃﾑの解析
昭和62 7979 一段階自動生産ｼｽﾃﾑのｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
昭和62 7980 同時ｻｰﾋﾞｽ並進待ち行列のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
昭和62 7981 The Backgrounds and Mysteries in Mother Doose Rhymes
昭和62 7982 The Theme of Development of Keats' Affection in his Works
昭和62 7983 The Fat Lady in Salinger's Glass Saga.
昭和62 7984 Charles Dickens as a Social Critic.
昭和62 7985 Symbol of flowers in D.H.Lawrence's Sons and Lovers
昭和62 7986 Steinbeck's the Red Pony.
昭和62 7987 Liberation of a Black Woman in the Color Purple.
昭和62 7988 A Portrait of Mark Twain.
昭和62 7989 BETWEEN REALITY AND FICTION IN  IN COLD BLOOD
昭和62 7990 Bears in the Works of John Irving
昭和62 「7991-7992」は修士論文
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